
　哲学は抽象的です。哲学者は、存在、真理、神など、目に見えない観念
的なものについて延々と論じています。彼らの議論はあまりに現実離れし
ていて、何の役に立つのかと疑問に思うものばかりかもしれません。この
疑問は今に始まったものではありません。哲学が産声をあげた 2500 年前の
ギリシアではすでに、哲学は「国家社会に役立たない人間」を生み出すだ
けだ、という批判がなされていました。では、このような批判に哲学者自
身はどう答えたのでしょうか。プラトンは、当時の「哲学無用論」に対し
て様々な比喩を使って応答しています。プラトンの答えに耳を傾けること
で、哲学することの意味について考えてみたいと思います。
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